
 
 

 ２０２４年３月２９日 

 

オリエンタル酵母工業株式会社 第５回行動計画  
 

当社では、ダイバーシティ経営を実現することで、どのような環境下でも選ばれる会社であ

り続けることを目指しているが、ダイバーシティ経営の実現を加速するための効果的な要素と

して女性が活躍できる体制を整えることが大変重要である。その取り組みとして、まずは女性

が活躍することは当然であるという認識を社内で共有し、管理職を目指す女性を増やしていく

ことに会社として取り組んでいかなければならない。  
多様性を認め合いながら会社と人が魅力的に成長していくために、次のように行動計画を策

定する。  
 

１．計画期間  ２０２４年４月１日～２０２６年３月３１日の２年間 

 

２．当社の課題 

課題１：管理職を目指す女性が増えてきてはいるが、まだ管理職としてのロールモデルが 

少なく、管理職になることをイメージできていない女性もいる。 

課題２：女性部下の育成方法について管理職に研修を行っているが、まだ不十分である。 

課題３：女性の採用人数を一定量確保し続けなければ管理職も増えていかない。 

 

３．数値目標 

 

 

 

 

 

 

４．取組内容・実施時期  

 

 

・２０２４年７月～ 女性自身が管理職を目指し、当社グループで活躍できる人財にな

れるよう意識を改革する研修を実施する。 

ロールモデルとなるメンターからのメンタリングを行う。女性だ

けでなく、男性と一緒に教育を行うことで、管理職を目指すこと

がスタンダードとなっていくことを目指す。 

数値目標１：管理職（課長級以上）に占める女性労働者の割合を１９％以上にする。 

（２０２３年３月実績：１７．８％） 

数値目標２：男女の平均継続勤務年数の差異を４．０年以内にする。 

（２０２３年３月実績：４．３年） 

取組１：指導職女性を対象に、意識改革の研修を実施する。 



 

  ・２０２５年 7 月～ 同上の研修を繰り返し実施する。 

 

 

 

・２０２４年８月～ 管理職に対し、考課者研修を繰り返し行うことで、部下ひとりひと

りの個性に合わせた指導を行える体制を作る。ひとりひとりが３年

に一度は受講する体制を継続する。並行して、男女問わず、内部環

境と外部環境を整理し、目標達成のための経営戦略を構築できる管

理職を育成する。 

・２０２４年８月～ 人権啓発研修により、多様性を認め合う風土を作り上げる。 

・２０２５年８月～ 同上の研修を繰り返し実施する。 

 

 

 

・２０２４年４月～ 採用ホームページや採用パンフレット等の広報媒体において、女性

が活躍できる職場環境であることをアピールし、女性応募者の増加

を図る。 

・２０２４年４月～ 新卒の説明会や新卒、キャリア採用選考の段階において、活躍する

女性社員と接する機会を設けることで、女性応募者に対して当社グ

ループにて働くイメージを抱かせ、当社の魅力をアピールする。 

 

  以上  
 

 

 

 

 

取組２：多様性を認め合う風土とダイバーシティ時代の管理職の在り方について研修

取組３：女性の採用を増やすためのＰＲ活動を行う。 


